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国税建設株式会社 △△支店
支店長 国税 花子

コクゼイケンセツ △△シテン コクゼイ ハナコ
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国税建設株式会社 △△支店 担当者 △△

03 △△△△ △△△△

東京都△△区△△町△△丁目△△番△△号

東京都●●区●●町●●丁目●●番●●号

過誤納金の還付を受けようとする場合

申請書の提出先は、
「申請者・請求者」欄に
記載の住所地を所轄する
税務署ではなく、印紙税
の納税地を所轄する税務
署になります。
※詳しくは、申請書裏面
を参照してください。

契約書の表題（「文書の名称」）を
記載してください。

契約書の通数（数量）と
過誤納税額（印紙税額）を
それぞれ記載してください。
※これは「１通１万円」の例です。

文書の返却が必要な場合は、「返却要」欄に、
不要な場合は、「返却不要」欄に「○」をして
ください。
文書の返却先が「住所」と異なる場合には、
「参考事項」欄に文書の返却先住所、担当連絡
先を忘れずに記載してください。

上の各欄に記載した通数（数量）と
印紙税額（過誤納税額）それぞれの
合計を記載してください。

１

還付金を受け取る方（申請者）
ご本人の口座情報を記載してください。

申請書は２通提出してください。
申請者控え（３枚目）の提出は不要です。

※それぞれに代表者氏名等の記載漏れがないことをご確認ください。

支店等の代理人が申請書を提出する場合は、記載して
ください（「印紙税申告・申請等事務代理人届出書」
を提出していない場合は提出が必要です。）。

過誤納となった理由にチェックをしてください。
※詳しくは、申請書裏面を参照してください。

収入印紙を貼り付け、
税印若しくは納付印を押した
年月日を記載してください。
※これは「令和５年３月10日」の例です。

●●

「○納税地が上記住所と異なる場合の当該納税地（裏面参照）」
印紙税の納税地が「住所」と異なる場合は、納税地を記載してください。

「○文書の返却先住所、担当連絡先」
文書の返却先が「住所」と異なる場合に記載してください。
※申請者及び事務代理人以外には返却できません。
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法人番号 7000012050002

国税庁
（令和５年７月）

国税庁ＨＰ「印紙税過誤納[確認申請・充当請求]手続」ページには、申請書の記載項目が
直接入力可能な「（入力用）印紙税過誤納[確認申請・充当請求]書」を掲載しているので、
是非ご活用ください。


